
モビリティ戦略特別セミナー                                             ２４５５７ 

自動運転リーダー企業の開発戦略比較からの予見 
～自動車メーカーとイノベーション企業の戦略の違いを浮き彫りにする～ 

－講 師－    Go2Marketing（同） 代表社員／VSI-Labs ジャパンカントリーマネージャー 永井 達 氏 
 

日 時 
受講方法 
会 場 

2024年１１月２７日（水） 午前１０時～１２時 
会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 
ＳＳＫ セミナールーム 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４Ｆ 

 

［重点講義内容］ 
世界の自動車メーカーはレベル 3 自動運転技術の活用によって、車両の所有者の付加価値を高める取り組みを始めている。それに

対して Waymo などの自動運転システム（ADS）事業者は、レベル 3 を飛び越えレベル 4 自動運転技術を活用したロボットタクシーなど
の新たな移動手段をユーザーに提供することで、人々のライフスタイルにイノベーションを起こすためのチャレンジを続けている。
Waymo などソフトウェア開発を主業とする自動運転システム事業者は、ここ 10 年以内に設立された企業である。EV 開発・販売を主に
行うテスラにしても創業は 2003年である。長い歴史を保有し、自動車の安全性など多岐に亘る指標によって車両開発を行ってきた
自動車製造メーカーとは当然、考え方が異なる。自動車の大衆化、産業領域の拡張からモーターライゼーションは約 100 年間飛躍
的な成長を見せた。今自動車産業は、大きな転換点を迎えていると言われる。CASE の一角を成す自動運転テクノロジーは、モーター
ライゼーションの転換・成長を促すためのテクノロジーとして成長して行くのか？それに対して Waymo などのイノベーション企業は、
創業時の事業目標に「ドライバーレスによる人間のドライバーを超える安全な自動運転車の運行」を挙げており、最終エンドユーザー
を車両の購入者とは位置付けていない。両者は共に、自動運転技術開発に取り組んでいるが、それぞれの事業目標、取り組み方針、
開発方法、走行テストなど自動運転の実用化に向けての計画は、自動車メーカーとは異なっている。自動運転開発に取り組む代表的
な企業を、自動車製造メーカーから、そして自動運転システム（ADS）から選択して、各社の最新ニュースリリース、開発戦略、走行テスト
の公表データから各社の特徴を洗い出し、両者の違いを浮き彫りにしていく。それにより、自動運転テクノロジーがもたらす価値・未来
を見通すことが可能になると考えるからである。  
１．米国運輸省 NHTSA「自動運転システム（ADS）の安全性に関するフレームワーク」から自動運転の分類を理解する 
（１）“人間ドライバーが主体的に操縦する ADAS（先進運転支援システム）”の AV（SAE定義でレベル 2 以下） 
（２）“システムが主体的に操縦する ADS（自動運転システム）”の AV（SAE 定義でレベル 3 以上） 
（３）Mobieye 自動運転開発ロードマップにおける上記の二つの分類の位置付け 

２．メルセデス・ベンツが進めるレベル 3 自動運転システムの展開 
（１）メルセデス・ベンツが、DrivePilotで目指すもの 
（２）DrivePilot 2021 年市場投入後、DrivePilot の機能のアップデート、そしてグローバル展開 

３．フォルクスワーゲンの二元開発戦略 
（１）オーナーカーの付加価値向上、安全性の向上の目的から、レベル 2＋ADAS、レベル３ADSの搭載 
・Mobileye との提携。「Mobileye SuperVision」「Mobileye Chauffeur」モデル別の採用計画 

（２）将来事業戦略として、SDV開発によるモノカルチャー企業からの脱皮を模索 
・電気バン製造メーカーRivian 提携に、巨額投資の真の目的とは？ 
・Ford合弁事業 ADS開発事業会社 Arogo.aiの清算と保有資産の活用 
・社内ソフトウェア開発部門 Cariad の開発領域。vw.OS、ソフトウェアアーキテクチャーの進化 

４．GM は何故、自動運転車（AV）開発を止めないのか？ 
（１）オーナーカー向けレベル 3自動運転“Super Cruise”の展開。DMSによるドライバー状態監視を重視 
（２）サンフランシスコでクルーズが起こした事故の真相とは？ 

カリフォルニア DMV公表のデータ“自動運転ディスエンゲージメントレポート”から見る ADSの実力 
（３）ホンダとの提携車両「クルーズ・オリジン」車両開発中止の真相 
（４）GM が多額投資をしながらも、自動運転開発を続ける中長期戦略とは？ 

５．テスラは本当に自動運転車（AV）を開発するのか？話題と疑問のギャップを理解する 
（１）「テスラの完全自動運転車市場投入は真近い！」は本当か？ロボットタクシー・デーのレビュー 
（２）レベル 2 フルセルフドライビング（FSD）最新バージョンの改善ポイント 
（３）EV拡販成功とは裏腹に、FSD が公道で起こしている数々の問題と、法規制当局のレッドカード 
（４）それでもテスラがイノベーション企業として成長を期待される訳 

６．ロボットタクシー開発道を爆走する Waymo。彼らが描く未来戦略とは？ 
（１）最新ニュース：サービスエリア拡張と、進化する車両開発 
（２）他社を圧倒する累積走行距離（VMT）と公道における発生事故データ 
（３）究極の目標「自動運転車（AV）は人間が運転する車より安全である。」をデータにより証明 
（４）Waymo と Swiss-Re による共同調査レポート。ロボットタクシーと人間ドライバー車両の安全性の比較 
（５）自動運転実用化に向けた安全性の指標。NHTSA公表データを元に VSI-Labs が独自集計・分析 
（６）定石を翻すイノベーション企業 Waymo と Cavnue が目指すものとは？ 

７．中国の自動運転開発企業の実態とは？ 
（１）中国の自動運転システム（ADS）開発企業の最新ニュースと、行政当局の動向 
（２）中国の自動運転の開発進捗を領域別の累積走行距離（VMT）を集計し、米国と欧州と比較する 

自動運転 4 つの領域とは、ロボットタクシー、ロボットトラック、ロボットバスやバン、配送ロボット 
（３）SDV開発など、イノベーション企業としての強みと弱点 

８．まとめ 
（１）先進諸国において起こりつつあるヒトの移動手段のイノベーション。 
ロボットタクシーは、市民の総移動距離の中で急速にシェアを伸ばしている Uber、Lyft と競争関係あるか？協業関係にあるか？ 

（２）輸送需要の急激な増加と物流の混乱のグローバルな共通課題に、自動運転テクノロジーによる無人配送が期待される役割とは？ 
（３）レベル 4 自動運転の実用化における分岐点：自動車メーカーとイノベーション企業の姿勢の違い 
・自動運転関連法規の重要事項：(a)AVの安全性の定義、(b)AV走行の責任の所在。(c)車両と走行データの取り扱いと保護である 
・英国の「ADS規制法」に見る(b)AV走行の責任の所在。日独との違い。     



  
ＰＲＯＦＩＬＥ  永井  達（ながい とおる）氏 

 
  
2000 年から Salesforce.com のクラウド事業マーケティング戦略を支援。大手ティア 1 で次世代車載プラットフォームの研究開発

に携わる。専門研究領域は、自動運転/モビリティ、スマートシティ、車載ソフトウェア等。海外スタートアップ企業との広範な

ネットワークを構築している。 
 

●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，７７０円（税込） 
同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 
※会場又はライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAXにてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）を郵送致します。 
お申込み後、５営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
（セミナー会場にて受講される方は、受講証を当日ご持参下さい） 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので受講証に同封の用紙でご連絡下さい。 
■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に Zoom

へご参加ください。 
■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 
＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。 
  

１１月２７日（水）        「自動運転リーダー企業の開発戦略比較」         申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                     〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通信欄   

 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 
※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazonギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご登録情報（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職・メールアドレス）をご記入下さい。 

 
■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 

※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。 ２４５５７－V 
 

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 


